
しっかり食べよう朝ごはん

平成２３年９月
第５８号

（社）全国学校栄養士協議会会長

市 場　祥 子

　今年は、3月に未曾有の大惨事となった東日本大震災に始まり、集中豪雨や台風など何と天災
が多いことでしょう。そのたびに大勢の人たちが被災しました。心よりお見舞い申し上げます。
そして、食事が不十分な避難所生活は子どもたちの心身の健康にも深く影を落としました。今
だに学校給食が再開されていないところもあります。子どもたちは明日の日本を担う大切な人
材資源です。その食育を使命とする私たちは、今こそ、子どもたちの健康を支える学校給食の
実施に心を尽くすときです。また、今年11月に本協議会は設立50周年を迎えます。田中名誉会
長を中核に、多くの先輩の方々が必死に築いて来られた歴史の重みをしっかり引き継ぎながら、
栄養教諭が取り組む食育を中心に新しい歴史の一歩を積み重ねる年でもあります。この会報が、
職務に励む皆さんに情報の一助となることを願いつつ第58号をお届けします。

平成２３年９月１５日発行

（「朝ごはんをしっかり食べて学力をアップさせよう！」リーフレットより）
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～ふじのくに食育フェア２０１１～
「食のもてなし、知る・つくる・楽しむ」
～ふじのくに食の都へようこそ～

　食育推進全国大会は、食育推進運動を重点的かつ効果的に実施するために設けられた「食育月間」における全
国規模の食育推進における中核的な行事です。そこで、今年度は、６月１８日（土）１９日（日）の２日間にわ
たって、三島市において、内閣府・静岡県・三島市の共催により、第６回食育推進全国大会が開催されました。
　今大会では、開会式、食育推進に関するポスター表彰、食育推進ボランティア表彰をはじめ、講演会、シンポ
ジウム等のさまざまなイベントにあわせ、１６１団体、２２７ブースによる工夫を凝らした展示などが行われ、
２日間で約５万１千人の来場がありました。

１　大会趣旨

　２１世紀における我が国の発展のためには、すべての国民、特に子どもたちが豊かな心と健やかな身体を育む
ことが重要であり、様々な経験を通じて食に関する知識と食を選択する力を習得し、健全な食生活を実践するこ
とができる人間を育てる食育を推進することが求められている。
　平成１７年７月には食育基本法が施行されたほか、平成１８年３月に決定された食育推進基本計画では、毎年
６月を「食育月間」として定めるなど、食育を国民運動として推進することとしている。以上を踏まえ、食育推
進全国大会は、食育月間における中心的イベントとして、食育に対する国民の理解を深めるとともに食育の取り
組みへの積極的な参加を促し、もって国民の健全な食生活と豊かな人間形成に大きく寄与することを目的として
開催している。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　<食育推進全国大会趣旨より＞

２　第6回全国大会開催地・テーマ

　　開催地：静岡県三島市
　　テーマ：食のもてなし、知る・つくる・楽しむ～ふじのくに食の都へようこそ～
　　テーマ主旨：自然がもたらす恵によって、私たちが生かされていることを知っています。海・山・里からつ
　　　　　　　　くりだされる食材は芸術品のように素晴らしい。それを仲間や家族、さらにお客様を迎えて共
　　　　　　　　に楽しむもてなしの場から、人間の絆が生まれます。赤ちゃんからお年寄りまで、食の絆で結
　　　　　　　　ばれた豊かな国づくりを、ふじのくに静岡
　　　　　　　　から発信します。

３　期日・会場

　　期日：平成２３年６月１８日（土）・１９日（日）
　　場所：東レ総合研修センター
　　　　　日本大学国際関係学部・短期大学部三島校舎
　　　　　三島市立北小学校体育館…ブース出展

第６回食育推進全国大会に出展！

（2） 平成２３年９月１５日発行社団法人 全国学校栄養士協議会報

（第６回食育推進全国大会入退場風景）

４　主催：内閣府、静岡県、三島市

　　後援：消費者庁、文部科学省、厚生労働省、農林水産省、全国知事会、全国都道府県議会議長会　全国市長
　　　　　会、全国市議会議長会、全国町村会、全国町村議会議長会　第６回食育推進全国大会連携・協働会議
　　　　　等

５　本会が行った内容（本会の会場は、三島市立北小学校体育館）

　　○展示　・中学校給食の必要性とその推進
　　　　　　・朝ごはんの重要性
　　　　　　・牛乳の重要性

　　○啓発　・早寝早起き朝ごはん
　　　　　　・「手作りｍｙ弁当を作ってみよう！」「朝ごはんをしっかり食べて学力をアップさせよう！」　
　　　　　　　リーフレットの配布
　　　　　　・各県の取組みのリーフレット、献立集等の配布
　　○体験　・バランスのとれた食品とその組合せを食品カードで分類する。
　　　　　　　体験者には全学栄推薦品（学校給食での利用食品）を配布

　本協議会のブースへは、２日間とも多数の子どもたちやその保護者及び多くの静岡県内外からの参加者があり、
展示物の説明を行うとともに、本会が作成した啓発リーフレットや各県の取組みのパンフレット等を配布し活用
を呼びかけ、事業の目的を達成することができた。
　　　　　　　　　　　　　　　　平成２４年度開催は、平成２４年６月１６日（土）～１７日（日）神奈川県横浜市です。

（3）平成２３年９月１５日発行 社団法人 全国学校栄養士協議会報

（掲示「すべての中学生に学校給食を」） （内閣府特命担当大臣蓮肪大臣に説明する市場会長）

バランスのとれた食品の組合せを食品カードで分類（３群・６群）する子どもたち。
本会役員・静岡県栄養教諭等がその活動を支援した。
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（社）全国学校栄養士協議会の各部の活動（平成２３年度）

総務運営部

　（社）全国学校栄養士協議会では、公益法人化をめざし、昨年度、組織のあり方や事業内容について見直しを
行いました。今年度も会員の資質向上はもとより、組織として広く公益に資する活動が行われるよう、４部会で
活動を展開していきます。各都道府県のご協力をよろしくお願いいたします。

　今年度は、（社）全国学校栄養士協議会設立５０周年を迎えます。そのため本協議会では次のような記念式典
を予定しています。
（１）記念式典の開催について
　　○開催期日　　平成２３年１１月２４日（木）
　　○開催場所　　都市センターホテル（東京都）
　　○参集範囲　　・本協議会関係者及び関係団体・文部科学省関係
　　　　　　　　　・賛助会員及び関係団体・栄養教諭期成会ＯＢ会歴代役員
　　　　　　　　　・作文コンクール関係者（入賞者・審査員等）
　　　　　　　　　・本協議会歴代理事役員・本協議会現都道府県代表者
（２）記念事業について
　　○テーマ「学校給食にまつわる話」作文コンクール
　　　　　　　部　　門　　小学生、中学生、保護者
　　　　　　　作　　文　　４００字×２枚以内
　　　　　　　選出方法　　１次　４７都道府県各１点
　　　　　　　　　　　　　２次　３つのブロックで各３点選ぶ
　　　　　　　　　　　　　最終　実行委員会で選定
　　　　　　　　　　　　　　　　各部門最優秀賞各１点
　　　　　　　　　　　　　表彰式は記念式典で行う。
（３）記念品について
　　○３０ｃｍの定規　上記参集者及び本協議会会員に配布
　　○設立５０周年記念誌　「大きな足跡　設立５０周年をふりかえる」を上記参集者及び本協議会会員に配布

　本協議会の平成２３年度第３８回の定期総会が６月９日（木）に国立オリンピック記念青少年総合センターに
おいて文部科学省スポーツ・青少年局学校健康教育課佐藤企画室長、田中学校給食調査官、池田本協議会ＯＢ会
会長のご来賓を迎えて行われました。
　主な議事は①平成２２年度事業報告、収支決算報告、財産目録の承認②理事・会長及び副会長、監事の選任に
ついて③その他（食育推進研修会→食育推進講習会への名称変更）３議案について提案し、各議案についてはす
べて承認されました。今後、新体制で運営することとなりました。定期総会の内容等はホームページにも掲載し
ています。

（4） 平成２３年９月１５日発行社団法人 全国学校栄養士協議会報

（社）全国学校栄養士協議会設立５０周年記念事業について

　今年度の研修部は、①講習会（夏季講習会・食育推進講習会）の運営と②研究授業方式による衛生管理研究の
まとめの２点を柱として活動します。
１　講習会

　⒜　第４７回夏季講習会
　　　７月１日（金）～７月３日（日）
　⒝　食育推進講習会
　　　第１回　平成２３年　９月　９日（金）～１１日（日）
　　　第２回　平成２３年１０月１４日（金）～１６日（日）
　　　第３回　平成２３年１１月１１日（金）～１３日（日）
　　　第４回　平成２３年１２月　２日（金）～　４日（日）
　　　第５回　平成２４年　１月２０日（金）～２２日（日）
　　　第６回　平成２４年　２月１７日（金）～１９日（日）

　夏季講習会はすでに終了しました。参加者１５３人で、広い講義室が一杯になりました。東海大学の小澤先生
のパワーあふれる講義に圧倒され、相模原病院の今井先生の最新の食物アレルギーの講義に納得し、他の先生方
の講義もさすが各分野の第一人者とあって内容も濃く，充実した３日間になりました。昨年度から取り入れてい
る『規模別グループ討議』は、各グループ１２人前後と少人数でもあり、活発な意見交換ができたと好評でした。
　食育推進講習会は、今年度より最終日は１３時ごろ（昼食なし）には終わる予定です。翌日の月曜日への影響
は少なくなります。奮ってご参加ください。

２　研究授業方式による衛生管理研究のまとめ
　内容に関しては、昨年度実施分から少し変わっています。今年度は、昨年度実施分をまとめます。より有意義
な研究にしたいと思いますので、気がついた点がありましたら都道府県代表者を通して事務局へお知らせくださ
い。

研修部

　今年度の研究部は、「中学生の食生活に関する調査」を中心に３つの事業を進めています。
　中学生の食生活実態の調査としては、独立行政法人日本スポーツ振興センターが「児童生徒の食事状況等実態
調査」、「児童生徒の食事状況調査」を実施しており、学校給食の重要性が示されています。
　この結果を参考に、完全給食を実施している中学校、実施していない中学校、さらには栄養教諭・学校栄養職
員の配置の有無により、食事のとり方や食に関する意識、不定愁訴の状況に差が見られるのではないかと調査仮
説を立て、調査を実施します。この調査は、食事のとり方について個別に診断し、結果を一人一人に返すことが
できます。また、調査結果を冊子にまとめ、ホームページに掲載するなど広く世に公表することで、本協議会の
公益性を高めるねらいもあります。できるだけ適正な結果が得られる調査になるよう試行錯誤を続けながら、一
歩一歩進めています。
　二つ目の事業としては昨年度刊行した「簡単！手早い！まんてん！朝ごはん」を基に、学力と朝食との関係な
ど朝ごはんの大切さを示したリーフレットを作成しました。６月の食育大会で配布し、好評をいただいておりま
す。ホームページにも掲載しておりますのでご活用ください。
　三つ目の事業として、昨年度の１月に全国で取り組んだ学校給食週間中の献立などを紹介する冊子を刊行しま
す。原稿の確認などで皆様にご協力いただくこともありますが、どうぞよろしくお願いいたします。

研究部

（5）平成２３年９月１５日発行 社団法人 全国学校栄養士協議会報

（夏季講習会）
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　（社）全国学校栄養士協議会では、公益法人化をめざし、昨年度、組織のあり方や事業内容について見直しを
行いました。今年度も会員の資質向上はもとより、組織として広く公益に資する活動が行われるよう、４部会で
活動を展開していきます。各都道府県のご協力をよろしくお願いいたします。

　今年度は、（社）全国学校栄養士協議会設立５０周年を迎えます。そのため本協議会では次のような記念式典
を予定しています。
（１）記念式典の開催について
　　○開催期日　　平成２３年１１月２４日（木）
　　○開催場所　　都市センターホテル（東京都）
　　○参集範囲　　・本協議会関係者及び関係団体・文部科学省関係
　　　　　　　　　・賛助会員及び関係団体・栄養教諭期成会ＯＢ会歴代役員
　　　　　　　　　・作文コンクール関係者（入賞者・審査員等）
　　　　　　　　　・本協議会歴代理事役員・本協議会現都道府県代表者
（２）記念事業について
　　○テーマ「学校給食にまつわる話」作文コンクール
　　　　　　　部　　門　　小学生、中学生、保護者
　　　　　　　作　　文　　４００字×２枚以内
　　　　　　　選出方法　　１次　４７都道府県各１点
　　　　　　　　　　　　　２次　３つのブロックで各３点選ぶ
　　　　　　　　　　　　　最終　実行委員会で選定
　　　　　　　　　　　　　　　　各部門最優秀賞各１点
　　　　　　　　　　　　　表彰式は記念式典で行う。
（３）記念品について
　　○３０ｃｍの定規　上記参集者及び本協議会会員に配布
　　○設立５０周年記念誌　「大きな足跡　設立５０周年をふりかえる」を上記参集者及び本協議会会員に配布

　本協議会の平成２３年度第３８回の定期総会が６月９日（木）に国立オリンピック記念青少年総合センターに
おいて文部科学省スポーツ・青少年局学校健康教育課佐藤企画室長、田中学校給食調査官、池田本協議会ＯＢ会
会長のご来賓を迎えて行われました。
　主な議事は①平成２２年度事業報告、収支決算報告、財産目録の承認②理事・会長及び副会長、監事の選任に
ついて③その他（食育推進研修会→食育推進講習会への名称変更）３議案について提案し、各議案についてはす
べて承認されました。今後、新体制で運営することとなりました。定期総会の内容等はホームページにも掲載し
ています。
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（社）全国学校栄養士協議会設立５０周年記念事業について

　今年度の研修部は、①講習会（夏季講習会・食育推進講習会）の運営と②研究授業方式による衛生管理研究の
まとめの２点を柱として活動します。
１　講習会

　⒜　第４７回夏季講習会
　　　７月１日（金）～７月３日（日）
　⒝　食育推進講習会
　　　第１回　平成２３年　９月　９日（金）～１１日（日）
　　　第２回　平成２３年１０月１４日（金）～１６日（日）
　　　第３回　平成２３年１１月１１日（金）～１３日（日）
　　　第４回　平成２３年１２月　２日（金）～　４日（日）
　　　第５回　平成２４年　１月２０日（金）～２２日（日）
　　　第６回　平成２４年　２月１７日（金）～１９日（日）

　夏季講習会はすでに終了しました。参加者１５３人で、広い講義室が一杯になりました。東海大学の小澤先生
のパワーあふれる講義に圧倒され、相模原病院の今井先生の最新の食物アレルギーの講義に納得し、他の先生方
の講義もさすが各分野の第一人者とあって内容も濃く，充実した３日間になりました。昨年度から取り入れてい
る『規模別グループ討議』は、各グループ１２人前後と少人数でもあり、活発な意見交換ができたと好評でした。
　食育推進講習会は、今年度より最終日は１３時ごろ（昼食なし）には終わる予定です。翌日の月曜日への影響
は少なくなります。奮ってご参加ください。

２　研究授業方式による衛生管理研究のまとめ
　内容に関しては、昨年度実施分から少し変わっています。今年度は、昨年度実施分をまとめます。より有意義
な研究にしたいと思いますので、気がついた点がありましたら都道府県代表者を通して事務局へお知らせくださ
い。

研修部

　今年度の研究部は、「中学生の食生活に関する調査」を中心に３つの事業を進めています。
　中学生の食生活実態の調査としては、独立行政法人日本スポーツ振興センターが「児童生徒の食事状況等実態
調査」、「児童生徒の食事状況調査」を実施しており、学校給食の重要性が示されています。
　この結果を参考に、完全給食を実施している中学校、実施していない中学校、さらには栄養教諭・学校栄養職
員の配置の有無により、食事のとり方や食に関する意識、不定愁訴の状況に差が見られるのではないかと調査仮
説を立て、調査を実施します。この調査は、食事のとり方について個別に診断し、結果を一人一人に返すことが
できます。また、調査結果を冊子にまとめ、ホームページに掲載するなど広く世に公表することで、本協議会の
公益性を高めるねらいもあります。できるだけ適正な結果が得られる調査になるよう試行錯誤を続けながら、一
歩一歩進めています。
　二つ目の事業としては昨年度刊行した「簡単！手早い！まんてん！朝ごはん」を基に、学力と朝食との関係な
ど朝ごはんの大切さを示したリーフレットを作成しました。６月の食育大会で配布し、好評をいただいておりま
す。ホームページにも掲載しておりますのでご活用ください。
　三つ目の事業として、昨年度の１月に全国で取り組んだ学校給食週間中の献立などを紹介する冊子を刊行しま
す。原稿の確認などで皆様にご協力いただくこともありますが、どうぞよろしくお願いいたします。

研究部
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「冬季研修会」

　青森県は三方を海に囲まれ、津軽平野・八甲田連
峰を擁し、豊富な農畜水産物に恵まれています。
　学校給食にそれらの地場産物を取り入れた献立を
実施するのが「ふるさと産品給食の日」です。県内
の児童生徒を対象に、平成１５年度から実施し、昨
年度からは６月・１１月の年２回行っています。そ
の献立を給食だよりなどを通じて家庭や地域に地場
産物活用の取組みをお知らせしています。
　つがる市での、ユニークなキャラクターを活用し
た食の指導をご紹介します。｢つがーるちゃん｣は、

特産のメロン・すいか・米・長いも・ごぼうなど８
品目を取入れてできたキャラクターです。市から無
償で借用し、学校栄養職員が中に入り、もう一人の
学校栄養職員とペアでクイズなどを取り入れた楽し
い授業を行い、大変好評を博しています。

　　　　　　　　　（青森県代表者　山本　久子）

『食べる力は生きる力』

～学校給食からのアプローチ～
　島根県では、平成１３年度より「食に関する指導
の実践事例集」を作成しています。
　これは、「食生活学習教材」や島根県発行の「食
の学習ノート」を活用した教科・領域における指導
をはじめ、個別指導やコーディネーターとしての指
導、朝食や地場産物など県の実態に即した会員の指
導実践をまとめたものです。
　また、昨年度は「食べる力」の育成を目指し、学
校給食においての取組みとして、摂食調査からの研
究も行いました。適量な摂取ができるための手立て

を考えて実践し、子どもたちの変容等をレポートに
したものです。
　給食時間の指導は勿論のこと、食事時間確保のた
めの〝エプロン着用リレー〟や〝すっから缶〟の取
組みなど、様々に工夫された手立てが参考となると
同時に、実践記録のまとめ方についても研鑽を積む
ことができました。
　子どもたちの「生きる力」を「食」の立場から育
てることができるよう、今後も
会員一人一人が課題を持ち、解
決へ向けての取り組みを重ねて
いきたいと思います。
（島根県代表者　石橋　真澄）

地産地消：地元のごっつおを給食に

　石川県では、各市町村で地産地消に取り組んでい
ます。恵まれた自然や重厚な歴史と風格ある文化、
生活に根ざした伝統産業の盛んな石川県です。学校
給食でもユネスコに登録された「あえのこと」や加
賀百万石の味「治部煮」などを給食に取り入れ、生
きた教材としております。
　能登地方には、イカやイワシに塩を加え発酵させ
て作る世界的に珍しい魚醤のいしる（り）がありま
す。季節の野菜でいしる煮を作ります。また、新し
い使い方としてナシゴレンやスープにも利用してい
ます。加賀レンコンで「はす蒸し」を作ります。加
賀藩の歴史とともに給食に出します。太きゅうり、
金時草、つるまめ、へた紫なす、打木赤皮かぼちゃ、

源助だいこんなどの加賀野菜を生産者の方とともに
給食に出しています。
　石川県は周りが海なので、四季折々の海の幸にも
恵まれています。漁師さんも学校へ来てもらい食育
に参加してもらっています。写真は県内の地産地消
給食の様子を県庁でパネル展示して、一般の方に見
ていただいた時の様子です。

　　　　　　　　　　（石川県代表者　堀　栄子）

「食に関する指導の実践事例集」

「つがーるちゃん」
①あたま……すいか
②足…………長いも
③靴かざり…ごぼうの花
④しっぽ……ねぎぼうず
⑤ボタン……トマト
⑥アンテナ…稲穂
⑦髪かざり…りんごの花
⑧からだ……メロン


